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24)小児肝限局性結節性過形成 (FNH)の1例

淵
山
谷

岩
内
大

●
●
●

一
弘
真
聴

真
義
紀由

藤
沢
田
田

内
大
松
金 (新潟大学小児外科)

小児の肝限局性結節性過形成 (FNH)は稀な疾患で,

本邦での報告も少ない.われわれは, 8歳女児で, 2年

間肝塵大のため経過観察された後に,腹部超音波検査 ･

Cr検査にて肝瞳癌が発見され 自覚症状は全 く見F)わ

ないものの,血管造影 ･肝シンチゲラ7 (-I-も含めての

画像診断で,肝細胞癌との鑑別が困難であり,手術的に

切除を行った本腫壕の 1例を経験 したので報告する.

25)腸重積症92例の検討
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過去 5年間に当院小児科及び小児外科にて経験 した腸

重積症は92例 (男71,女21)年齢分布は生後3ケ月から

8才までで, 1才以下が53例 (58%)であった,

診断は,腹痛 ･喧吐 ･血便にて疑い,89例を注腸透視

にて確認 し, 4例は超音波検査にて診断 した.

治療は.89例にべT)ウム注腸整復 (高さ 80-.L120cm,

バリウム2へ4倍希釈,空気整復2例)を試ふ,74例を

整復 した.整復不能であった11例と再先例の 1例,及び

腸閉塞の診断にて2例,計14例に対 しノ手術を施行 した.

手術術式の内訳は,Hutchins()n法 (+虫垂切除):

8例.回腸部分切除 (+虫垂切除):4例,回盲部切除 :

1例,虫垂切除 :1例であった.病因と思われる器質的

病変を認めた症例は,メッケ′レ憩室 :1例,回腸重複症 :

1軌 回腸粘膜下腫癌 (胃･陣組織迷入):1例,1ym phoid

hyperplasia:1例 (3回再発例)の4例で,大部分が

特発性であった.

26)非機能性肝島細胞陸揚 の 1切除例
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痛が出現 したため近医受診 し当院内科紹介され入院.4

月3日に施行 した CT にて胃上後方の陣尾部近傍に 8

×6cm の低吸収領域を認め瞳噂が疑われ,腹腔動脈撮

影を勧めるが手巨香 したため.-一一時退院. 6月2日左側腹部

に重苦 しい感 じ出現 し当院内科受診.ERlJ腹腔動脈撮

影iこて肝癌の診断で7月1日手術施行.腰痛は肺体尾部

に限局 し,周囲組織-の浸潤は認めず.肺体軽部切除術

にて切除可能.手術所見では Pb-t,T4,HO,PO.Sl,

Rpl,CHO,DUO,VO,AO,N(-)にて StageⅣ

と諺断,切除標本は 12×8×8cm で塵畳は 375g.切

除標本の病理診断は悪性肺島細胞陸揚で medullar.ytype,

INF(Y,lyl,vl,d(+上 被膜浸潤 (+)であるが被院

外への浸潤は認めず断端陰性.23種の抗体を用いた免疫

組織化学的検索では GIP と secretinのふ陽性.以上

よi月巨機能性鮮島細胞陸揚と診断.術後経過良好にて8

月12日退院.非撒能性肺島細胞膝は稀な疾患であるが文

献的考察を加え報告する.

27)St)lidalldcystictunlOrOfthepancreas

の1手術例
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solidandcystictumor(SCT10fthepancreasは,

病理組織学的に特徴ある所見を皇し,一般的に良性の経

過を示す拝腫癌である.

今回,術前診断が困難であった12歳女児の症例を経験

したので,ここに報告する.

本年 6月,上腹部に可動性良好な超鶏卵大鹿癌を自覚

し来院.腹部超音波､CT検査で,胃小網内に径6.0×

5.4×4.6cm の被膜を有 し,内部不均一な solidmass

を認めたため,間膜由来の腫壕を疑い7月27日開腹術施

行.鮮休部前面に広基性に突出する嚢胞状の陸揚を確認,

迅速細胞診で悪性所見は認めぬものの,充実性の腫幕で

あるため畔体尾部切除施行 した.術後永久標本で SC′r
の診断を受けた.

SCrは.1981年 Klbppelらにより報告されて以来.

本邦に於いても約50例の報告がなされているが,当院に

於いても過去経験がなく,比較的希な疾患でもあるため

今回報告する.


